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一連の関係であり、その関係は人々の行動をとおして生産および再生産

される」（Hcnd"sonl”4:121）と考える。

このようにレジ･''--洲助におけるジェンダー'11係に関心が向けられる

なかで、観光関連サービス労働をジェンダーという拠点から捉える試み

において共通してみられるのは、ツーリズムの生産とその消費というシ

ステムを支えるセクシユアリティに対する言及である。それは、消費者

の期待は消ｆ１Ｍｆのジェンダーだけにかかｵﾌるのではなく、１１蛾i』fが擁す

るサービス提供将のジヱンダーによっても典な為ことから、ツーリズム

は、その構築、呈示、そして消費というプロセスにおいてジェンダー化

されていることへの指摘である’。

２観光サービス労働とジェンダー

ツーリズムにかかわるサービス労伽は、販売、悩泊、飲食、エンター

テインメント、輸送などがその-}ﾐなものとして繋げられる。ツーリズム

にかかわる雇用をジェンダーという視点から捉えた場合、ツーリズムは

男女両方に職業の選択肢を広げたが、そのアクセスはジェンダーによっ

て異なる様相がつぎのように,虎されている（安柵19,7)。まず、ツーリズ

ム側辿の'貯側については、霧節的でかつ蝿期労働やパートタイムという

労働形態が多い､二と、さらには未熟練労働や低抗金などの特徴が男女に

共通してみられるが、このような不安定な就労形態は男性と比較して女

性により多くみられる。そして、職樋としては、たとえば、男|'kは巡松

手など輸送にかかわる仕‘11:が紗いのに対して、女性はホテルのメイドな

ど宿泊関連の仕事が坐い。たとえば、バリ島においては、女性は宿油施

設や店舗における労働に就くことができるが、ガイドや輸送にかかわる

労働には従那できないという(Long:mdKindonl997)。また、イギリスでは、

女側昌はｿj憐と比校した吻合､パートタイムの仕1):がちく、fIt金が低いこと
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さらには、女性が梢:理職につく比率は低く、マネージャーの多くが男{''１

であり、雁川ijf側がﾜ)女を特定しない助合、低ｌｌｒ金'労働汁として女惟が

ｌｉＩ１川される側向があり、数行やトレーニングは女|'kの地(,I/:向'2に|よかか

わらないという（I>urCclll997)。

ジェンダーによる職業の固定化はホテルにおいて剛縛である（Longmnd

KindOml997;l'urccIll9,7;SillCl;'i［１９９７)。ホテルにおける性別分堆は、つぎの

ような三つのダイブに分馴される。一つは､i‘|I別御I川〕ず雁川されるが、

低綴金で働く女性が雁川されることが紗いため、その結果として性別分

業が生じるような労働であり、異体的にはliI}除やクリーニングなど、直

接ツーリストと接しない労働がその例として砿け'られる。もう一つは、

女性性がﾂ){'1iにアピールするような特定の職価に蛾kが就くことによっ

て|‘'２別分推が4ﾐじるような雁用である。このタイプの職祁には、ホテル

のフロント係などが挙げられる。女性の身体的魅ﾉによって男性群を引

きつけるような労働として店舗やレストラン、またエンターテインメン

トの分野における労働もこのダｲプに入る

ホテルと|‘ﾘ様、遊姻地などのレジャー施設における雌用には、ジェン

ダーによって決められる労働の特性が表出される。たとえば、尚速の乗

り物の操作スタッフには男性が、飲食側連サービスの補助労働には女性

が雇用される傾向について、アドキンズは、蝦り物の操作に関しては身

体的な強さが必漉とされないにもかか』･〕らず、特いり洲'kが脈川されるの

は、雇用者側が巻える「適正性」に拠るが、女性が飲食関連サービス係

として採用されるさいにはそのような「適正性はな<、飲食関連サー

ビスの補助労働は「女性の{l:11:」だからであると指摘するい《1k1,,1”5：

,8.105)。

ツーリズムにかかわる雁用には、性別分業のほかに、社会的分業が女

性間においてもみられるが、そこには、労働の場としてのセクターの述

い（ブ十･一マルおよびインフ９－マル）や棚光関迎施設の規模や働く女性の

年齢、未術・既僻の速い、数ｆｊドなどがかかわる。たとえば、バリノ;ル〈イ

ツーリズム・ブロダク１，とジェンダー
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ンドネシア）やポロカイ島（フィリピン）においては、未婚女性は規模が

大きい施設で、既婚女性は規棋の小さい施設で働くことが多く、求硲

父性のほうが尚い地位であることが報告されているChmn[1り97:Long;lnd

Kindonl997oこのような1ｆ例にもボされているように、数育のある末幡

女性はフォーマル・セクダーで、既幡女性はインフォーマル・セクター

で働くことが多い。そのため、女性の年齢や未婚や既婚の違いは女性の

収入にかかわるin蝶な喚閃となる。オ侭かでも、．怖くて独身が好まれ、女

性の身体的な美が求められるホテルにおいては、ｌｌｉ:肯のほうが観光にか

かわる労働によって経済ﾉJをもつ傾向がみられる。このような女性間に

みられる分業には､年齢や教flfや,k傭･既蛎の迷いのほかに､人樋やナショ

ナリティという喫閃が加わる。

ツーリズムは伝統的な女眺の家'11．労|伽を公の領域に移行させた。その

ため、観光関連施設における女性の雁川は、家事労働の延長である低箇

金の仕事に限定されがちであるさらに、女性は賃金労働と無賃金労働

の差が男性に比核して1ﾘ1雌でなく、侭金労働と家事・育児労働との関係

があいまいな場合が紗いため、家1＃や育児の典拠のほかにツーリズムに

よって生じた対人サービスの増加により、＝蕊労働という過剰な労働負

担を抱える傾向にある。このような傾向は、宿W1施設における家庭的な

対人サービスがili喫視されあツーリズム形態において顕著であるが、典

性の二卿〃側に|H1しては、地域や11{や職雛などによって災な為ことが報

杵されている。たとえば、メキシコ(ﾉ〕プエルト・バヤルダのホテルで仰

ぐ女性は家窄もこなさなければならないが、フィリピンのセブ烏におい

ては家,ｌｆ労側はり)女分111が争いという（(:hnmlり97)。しかしながら、この

二つの地域において典皿してみられるのは、ともに小規模な家族経僻の

宿泊施設における女性労働と家父擬制との密接なかかわりである。その

ため、地域の男性によって、宿油施設における女性の対人サービス労働

は家事や母親の役割というコンテクストにおいて認識されていることや、

ツーリズムにかかわる女性労側に対しては育児や家ﾘｆ労働といった女性

｢jfM光のまなざし」の'脚Ｉ１Ｉ１０ｌｍｉｉ
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の再碓産的役割が強調される傾向にあることが指摘されている（Momscn

lりり4;ＬｅｖｙＩｍｄＩ,erchl991）。

このような'1柳研究には、リ)性玄陥の社会・経済的な僻造と結びつく

ことによって炎出する女性サービス'〃側の特性がツーリズムとのかかわ

りにおいて捉えられ、地域における観光開発のプロセスと地域や文化に

よって異なるジェンダー関係が観光施設の規棋とのかかわりにおいて示

されている。

３地域社会におけるジェンダー関係

一般的に、女ｆ|§はビジネスや川(jllMi会逝小ﾙﾑ桃な帆光側辿施投におい

て見つけることが多い（Cns〔elbcrgKoullmlりり】;(;;lrci:l-Rnmonc〔;11.199ﾖ;Shaw

mndwilliamsl91‘|)。そのため、オルダナティプ・ツーリズムと考えられる

このような観光形態においては女雌のエンハワーメン卜が促進されると

一般的に勝えられている。しかしながら、伝統的な|′k役釧に愛化はみら

れず、かえってホスト社会においては既存のジェンダー関係が強化され

る傾向が指摘されている（Long:u'dKind‘》ｎｌり97;Sc｡【11917)。たとえば、バ

リ島でホームステイの運常にたずさﾙﾌる女性は、日々の労働や運満を狐

》ｌ１しているにもかかわらず、地城内の棚光llM充に対する職志決定におい

て発言権がないという。さらに、小規模な家族経常の術泊施設で働く女

性にとっては、命令系統や勤務形態がIﾘI雌にされている大規模な施設に

おいて雁川されるほうがよいjル合が紗い°それは'貯働生雌が家父長制と

結びついた小塊棋なビジネスにおいて(よ、｜･分な祢辿やMfIWllを僻ること

ができずにいた人々が、たとえば人胤枇なホテルなどにおいては住々に

してよい条件のもとで働くことができるからであるという（Sc｡[tl997:61：

SincMrl997:233)。

地域化民のツーリズムヘのかか‘|〕りかたは・棚ではない。たとえば、

ツーリズム・プロダ ク ト と ? ジ ェ ン タ ー ー
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1７６

地域のヘリテージの櫛理に男女の地域住民がどのようにかかわるのかは

地域によって異なる。そのかかｌつりかたをジェンダーという視点から捉

えることは、ヘリテージとい･ラツーリズム・プ'１ダクトに織り込まれる

地域のジェンダー関係をみることである。そのような拠点から地域のジェ

ンダーを捉えた場合、家'1;:弥側の延艮としての女性悌伽を必典とする似

光振興が地域経済のオルタナティブとして語られることへの疑問がつぎ

のように,ｆされる。

観光ＩＭＩ発の凧桃がジェンダー関係にかかわるとザえるノリスとウ.{－

ルは、つぎのような疑問を投げかける（Norri箭細､（，:1111りり4:65.7())。マス・

ツーリズムに対応する大規模な観光ＩＨＩ発が地域に利維をもたらさないと

して批叩|lの対象とされることから、オルダナティプな伽光りM砧として地

域主導型が推奨され、そのプラス1mが多くの人'ｲによ-ｺてこれまでＩ膿わ

れてきた。しかしながら、はたしてジェンダーがこのような枠組みにお

いて捉えられてよいのであろうかと。そして、二人は文化的バリア、行

政側のイニシアティブの欠如、さらには女性'"側州川の組織的活動の欠

如などによって、女性が地域における脂騨的役割を狐うのを妨げられて

いることを指摘し、ツーリズムにかかわる労働力の多くが女性であって

も、それは女性の政治的な力への接近を意味するものではないと述べる。

これは、地域社会」対「外部の背という柵閃に熊点が､Iｲてられてきた

地域･1昌導型の観光開発が必ずしも地域の女性にと-’て利膝をもたらすも

のではないことや、男性によって撮られている意志決定縦に対して女性

のアクセスが制限されていることを示すものである。

地域杜会におけるジェンダー関係は、ジ柔ンダーにもとづく給与鰻、

家庭生活の急速な変化、女|’|鳶の家小や育児労働と簡金労働という一:71t労

働、さらには家庭内に限定される葱志決定権などによって変化する。そ

のため、ジェンダーは対人サービスが亜要な撒成要素の・部となる地域

のツーリズム・プロダクトのプロセスとかかわるそのMi畷な例が、ア

グリ・ツーリズムやファーム・ツーリズムにおけるサービス労働である

｢胆光のまなざし」の'膿IＩｊｉｌＯ１ｆｉＹ



このようなツーリズム形態における伝統的ジェンダー・ロールは、家族

経桝のような小規模な宿泊施設という枠組みにおいて、女性労働の岬ｋ

産として表出すると同時に、女性が新たなステージにおける社会関係を

築くための機会となっている。このような場合、ジェンダー化された労

働の分業化に変化はない。しかしながら、小規模な経済生産というコン

テクストにおける地域のジェンダー・ロールは、そのような労働が収入

に結びつくことによって、地域の再碓築におけるプロセスに不側｢欠な典

業と恥る°

観光サービス労働は、プロダクトの生産にかかわる労働としてその特

性が決められるが、労働に対する需要はツーリストがＩ．}的地において何

を期待するかによって異なり、変化する。たとえば、イギリス|櫛llW部の

漁村セネンでは、依統雌梁の漁業が凝巡するなかで興ったツーリズムに

おいて、ツーリストと直接接触することが多い地域の女性が地域の人々

とツーリストとの仲介的役割を担うようにな-:》たこと（l〔Cl;ｍｄＩ９９３）が、

そして、スペインの股1,1地域では、ツーリスｌ､と'''1:接擬触する機会が期

川Iした地域の州'kが、ツーリストによってﾙドIIliiされる地域の瓜}脚や)jWiM

(甑、庭、農地など）厳ど、周囲の環境の保護に対する関心を尚めるように

なったこと（CnrCim-Rmmon:1995）が示されているが、このような』!':例は、

郁会とは凪なる地域における生活体験を蝋むツーリストとホストの間に

生じた折たなド|:会関係として捉えることができる。

さらに、メキシコのマヤ族、パナマのクナ族、そしてriT周のサニ族など

の少数民族の例では、その士地のオーセンティックなものを探すツーリ

ストが伝統腫芸品の製作・販売をおこなう女性に対して関心を抱くこと

によって、女性に影響を扉えていることが示されている（Sw汎i11l9り3:Conc

l995)。その影響とは、かつて家庭や地域内での使用に限られていた伝統

乎丁:芸品を観光用に製作・販売することによって、女性の伝統的役卿lと

しての「女の化'|」が経済的価値をもつ労働として捉えられるようになっ

たこと、さらに、伝統Iを崖品に興味をもつツーリストがそれを製作・販

ツーリズム・プロダクトとジェンダー
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光する女性と工上砧,11の購入を通じて交流をもつようになったことである。

地域における労働肺造の維持あるいは変化という点において､観光サー

ビス労側には地域のジェンダー関係が表出される。近年、侭統文化のIり

州IIiiと観光朋発が帝接な関係をもつことによって、地域住民がヘリテー

ジのマネジメントにどのようにかかわるかが重要な問題となっている。

ツーリズム・プロダクトに男女それぞれがどのようにかかわりをもつか。

その冊策および海象をジェンダーという視点から捉えることは、ツーリ

ストが地域を訪れることによって必要となるサービス労働に対するｿ)女

のかかわりかたを、ツーリズムにおける地域文化の呈示という点から捉

えることである。

４ダイナミックな概念としてのジェンダー

人IlIlU1J係をもとに|if築されるツーリズムは、地域、さらに'よ広くグ

ローバルなジ.,:ングー111係によってインパクトを礎Ｕかつ与える（sw:ｌｉｌｌ

ｌ９９５:2‘'7)。ツーリズムという場におけるジェンダー関係は、途上''1|と先

進l】Jという二つのＫ分や国や地域という違いによってのみ分類すること

ができ厳い釧兼代を示す。ツーリズムが形成されるプロセスにかかわる

ジェンダー側係(よ、ツーリストを送りだす社会と迎える社会双ﾉﾉの|‘I:金

仙行によって明確にされる。１i:例研究には、特定の観光サービス労側に

対する女枇のアクセスが社会的セクシユアリティによって制限されるこ

とや、ンエンダーによ-’て異なる役割への則待がボされていた。ジェン

ダー関係はツーリズム・プロダクトが形成されるプロセスにおける．喫

衆であるツーリズムの生産と消費に対する男女の異なる経験を明らか

にするには、ホスト側あるいはツーリスト側がどのような女性か、どの

ような釧'kかという点に注目する必要がある。観光活動によって生じる

人間関係は、社会的・文化的および経済的コンテクストにおいてff,嫌性

｢剛光のまなざし」の'１蟹何１０歳



をもつ。男女の多様な経験は、ジェンダーだけでなく、年齢、人樋､階級、

教育などによって影響を受ける。

ｿ)女洲におけるｊＩｉ(川機会の不平等をツーリズムによって唯じるマイナ

スのインパクトとして捉える立場からは、リ)性優位のジェンダー・ギ.１，ツ

プが指摘される一方で、雇用によって能じる女性の経済的自立や社会的

地位の向上、さらには、新たな役剖雄得などをポジティブなものと考え

る立場からは､それらが女性のエンバワーメン卜として捉えられている。

術}'|施投の迎僻を女|’kのエンパワーメン卜という拠点から見た場合、鵬

家の女性によって所有され、迎営されるギリシャの女性共同組合の活動

については、女性間のネットワークが組織としてうまく機能している例

としてつぎのような点が挙げられている（Cnslclbc噸Kou１，，，１９，１;】､conii《Ｉｏｕ

ｌ”4;I紐1《ovi(Iou:u,《ITurnc瞳1りり5)。まず、111組合の派助に対しては、女性の経

済的自立を可能にしたこと、女性ばかりでなく地域住民全体の雁用機会

の創州にも役ｳ:つことによって地域を活性化させたこと、さらには地域

の文化や１.然遺厳の保雄にもかかわ-’ていることなどである。この組合

の活肋は、組合の女性とツーリストとの対I､披触の機会を‘没けたばかり

でなく、地域女性のアイデンティティのﾙｻ築にも影響を与えているとい

う・オルタナテイブ・ツーリズムの地図に載るようになったというこの

組合の活動は、ツーリズムにおけるオルタナティブという概念をジェン

ダーという視点から問うことの１１t典性を戒す・例として捉えることがで

きる。

これまでみてきた事例には、社会的セクシユアリティが女性の雇用や

ツーリストとの社会的インダラクションを制限する卿ﾉﾘとして作川する

-．方で、伝統的女I§の労働に対･』･る兇'''１:しが女性の維済的rIなやl:会的

地位の向上に結びつくことが示されている。観光サービス労働を静的な

枠組みにおいて捉えた場合、ジェンダー、セクシユアリティ、そして労

働の分業化は互いに強化作用をもつ。しかしながら、ダイナミックな枠

組みにおいて捉えた場合、それらは外的甥UkIによって班化する卿｢能性を

ツーリズム・プロダクトとジェンダー
1７９
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もつ。将定の職鴬に対する女性のアクセスが可能になった結果弱まる家

父腿制は、女性労働の変化を生じさせた一方で、消費の増加は労働力の

珊大を促している。

ツーリズムという聯＞におけるジ桑ングー関係が社会的・文化的に

惟築される‘淵柑には、ジェンダーがツーリズムの表出に影響を与える一

方で、ツーリズムがジェンダー関係を変化させる要因ともなることが示

されているそのため、ジェンダーはツーリズムというコンテクストに

おいて、人間関係とともに変化するダイナミックな概念として捉えるこ

とができる。ジェンダーを、ツーリズムに影響を与え、かつその動きに

対応する変数として捉えるリクターは、社会によって異なるジェンダー

や人11iの捉えかたがツーリズム・プロダクトの形成にかかわることを指

摘している（RM,1じrlりり5:87)。

ジェンダー側係は社会によって異なる。そのため、ツーリストによっ

て持ち込まれる坐なる価順システムが伝統的規範に対して影響を与える

結果、ジェンダー関係は新たなコンテクストにおいて変化する可能憐を

もつ。たとえば、ツーリズムにかかわるマヤ族の女性のﾘ例からは、ツー

リストのまなざしの対製となる女性が、伝統的工芸品の製作・販売を通

じたツーリストとの接触を、両者が対等な関係を築くためのプロセスと

して捉えていることがボされている（ｃｏｎｃＩ９９５:325)。しかし、ここで喰

喚なの1J:、ツーリズムによるマヤ文化のlWMIlI化というプロセスに対する

女性の拠な為反応であ論。これは、ツーリズムとジェンダーの関係が、

社会柵造との側述ではなく、社会的状況との関連において捉えられる必

蝶があることを示唆している。

ツーリズムはその附成甥糸として'1i蝶なツーリストとサービス提供杵

との|ＩＩｌに、神別なｉｌ:会関係を生じさせる。しかし、その関係は、ツーリ

ズムという<場＞に特有な関係ではない。ツーリズムは社会関係を拡大

することによって､そこに織り込まれる諸要素の関係性を示すとともに、

対而的な社会的|{Ｍ１:行為によって新たなプロダクトを蛸みだす。

｢胆光のまなざし」の推何１０章


